
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四国遍路の心でつなぐ

防災教育研究会 

瀬戸大橋 

讃岐平野 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

J-SHIS で検索をしていただくと、防災科学研究所のデータがご覧いただけます。香川が「真っ赤」ご存知ですか？ 
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J-SHIS で検索していただきますと、防災科学技術研究所による、様々に役立つ防災データがご覧いただけます。 

あなたの地域の特性を、良く知っておくことが大切です。 

 

最新の研究から  

香川はレッドゾーン 

松平藩の古文書から 
1707 宝永地震の高松の被害 

 

 

 

2004 年高松の高潮災害の浸水域と江

戸時代の津波浸水域が見事に符合す

る。 

時代は流れても地形は変わっていな

い。 

 

高松城下に６尺の津波 死者多数 

六尺の津波では致死率１００％ 

今、同規模の津波が来たら… 

 

白濁した水の湧出 液状化 

県議会教育長答弁に、香川の遺跡調査

の結果、８割に液状化の痕跡を認める  

 

日のうちに４５度の余震 

揺れは繰り返しやってくる 

!? 



 

 

 

 

６つのＷＧの活動 

 

①高松空港が国際線４路線に拡大 外国からのゲストの伸び率は全国一  

のべ宿泊者数３５万８３６０人泊  また、県下の外国人労働者も大幅に増加 …県危機管理部局だけでなく、国際観光振興部局との連携を開始 

成果 香川県観光協会・コンビニ事業者などとの協力関係を締結。ベトナム・ネパール・インドネシア等からの観光客や在留労働者への情報提供の仕方を研究中。 

成果物は、ホテルや旅館、事業所に置いていただき、成果を検証。 

②空洞化してきた都心部が一転、高層マンション増加により、避難所が機能しにくい状態に …「避難しない避難」「ミニ防災拠点化」の提案 

急増する高層マンションにおける防災対策の実践研究 さらに住民が高齢化したマンションも 

成果 海辺の築 40年、高齢化するイトーピア高松(４１０戸)自治会が、防災講演会、夜間防災訓練、巨大な災害発生時の選択肢の一つとして「避難しない避難」の

ための「マンション探検隊」や備蓄の開始。防災意識が著しく向上。全国各地からの照会が相次いでいる。 ※ＮＨＫ「おはよう日本」で放送、読売新聞既報 

③アウトドアライフが、災害時の生活を乗り切る知恵と体験につながらないだろうか  …遊びと防災の融合 

アウトドアブームを受けた動き  

遍路道歩き体験  

四国霊場８５番札所八栗寺～８６番札所志度寺までの遍路道の海岸部、災害上の特性を歩いて検証。台風接近の風雨の中で実施。  

遍路の１２００年の歴史の中から、自然災害に向き合ったお遍路さんの知恵、「お接待」で「おもてなし」をしてきたさぬきの風土を、実際に牟礼から志度までの遍

路道を歩いて検証した。「災害って雨や寒さに関係なく襲ってくるんだね。」体験して分かったこと。体験してみないと分からないこと。 

「お遍路カー(軽四キャンピングカー)」への着目 

公共交通機関が疲弊している香川では、家族一人に一台と言っていいほど軽ワゴン車が普及している。普段使いの車が、災害時の早期避難や過酷な避難所生活に代

わる役目を果たせないだろうかという発想。特に高齢者にとって、避難所生活は過酷なはず。普段に近い生活環境を維持することで、関連死の減少に期待。 

④「女性目線の遍路小屋」 空き家対策、インバウンドのゲストへの「おもてなし」、そして「災害時シェルター」として …遍路小屋と災害応用 

外国人のお遍路さんも増加 

女性目線での遍路小屋の製作・インバウンドゲストへの開放 ＪＲ高徳線志度駅周辺 シェルターとしての利用や少子高齢化で増え続ける空き家活用の一策にも  

⑤楽しく学べる防災を目指した取り組み  …防災って他人ごとにしないために 

防災フェス in サンポート高松 

講演 よろず防災相談 ミニキャンパー車両展示 災害用伝言ダイヤル１７１メッセージコンテスト 衛星通信の展示体験 171災害伝言ダイヤルデモ機体験 

防災クイズラリー 水消火器体験 サンポート高松デックスガレリアで実施  

⑥高齢化が急速、人口が過疎地に散在、経済基盤がぜい弱な四国地方の防災対策 …我が国の将来に応用が期待 超高齢社会 行政の負担軽減に 
高齢者に理解される防災教育 生涯学習として展開 公的支援に頼らない(頼れない)自ら備える地方防災  

年齢を重ねれば、見えにくくなる、聞こえなくなる、動きにくくなる…20 年後の四国は人口の 40％以上が「高齢者」になります。県民の国際化も課題に。 

また、南海トラフ地震、東南海トラフ地震に加え、中央構造線由来の直下地震も危惧されている今、もしもの時に行政頼みにしない、そして自分たちの命は自

分で守れる知識と行動力をみんなで身に付けて行こうではないですか。 

「災害弱者」への防災教育に取り組んだ「香川県立盲学校」のチャレンジプランの取り組みを、社会実験を交えて一般化を図る取り組みです。 

みんな集まれ この指とまれ 防災の輪っ!!        歳とれば 誰でもみんな 障がい者 

 



 

 

①高松空港が国際線４路線に拡大 外国からのゲストの伸び率は全国一  

のべ宿泊者数３５万８３６０人泊  また、県下の外国人労働者も大幅に増加 …県危機管理部局だけでなく、国際観光振興部局との連携を開始 

 

 岩手県の縫製工場で働くベトナム人研修生(２０歳女性)協力         香川県高松市の Lawson 従業員の協力でできたもの。 

                                     ネパール語 母国で第２外国語として英語を習って来日した 

                                     この店舗では、店長だけ日本人、あとはネパール人従業員。 

 日本語と英語は少し話せる程度。来日２年目、防災教育はベトナムで 

 火災について高校で習った。洪水では家の屋根に上がれと教わった。 

来日して初めて地震を経験した。寮のみんなは外に飛び出したが、どう 

して良いか分からなかった。地震対応はこれまで習ったことがない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベトナム語 

日本人にはわかりにくい表現も

混じっているという。 

FBを介して、分かりやすい言葉へ

の置き換えをしてもらう。 

我
が
国
で
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ＷＧ ① 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別名勝「栗林公園」で旅行者へのアンケート調査 ピクトグラムの理解等 

香川大学危機管理先端教育研究センター副センター長 岩原廣彦特命教授、学生、香川県技術士会がメインに。  

ＮＨＫ高松取材 

●ＬＣＣ等の航空機で高松空港に発着するアジア系

の旅行者は、国籍や学歴などにより話せる言葉がま

ちまち。母国語しか理解できない人も多い。 

清掃業務の職員からは、インバウンドのゲストが

増加＆多様化した分、掲示物の言語が理解できない

のか、トイレを汚す例が増えたとのこと。 

中国 香港 マカオ 台湾からの団体旅行客が多い。 

 

 

●ヨーロッパ系の旅行者の多くはＪＲの JAPAN 

RAIL PASS の利用者が多かった。 

特に鉄道の幹線が海岸部の津波浸水域を走ること

の多い四国地方では、鉄道会社と地震や津波対策の

安全施策の進め方について協議の必要性を感じた。 

フランスやドイツからのゲストが多く、英語が通

じる人が多かった。個人旅行が中心。 

意外なことに、欧州圏の人たちの災害時情報の入

手ツールに「ラジオ」という回答が多かった。 

電子ツールでの園内案内 

●ＮＨＫ取材まとめ「安全がおもてなし」意外な課題も  

・急増インバウンドを災害時どう守るか受け入れ態勢が

課題 

・香大。地震が起きたらどう行動すればよいか、どんな情

報が必要かアンケート分析、観光活性化に生かしたい 

・地震で「観光中止」「帰国する」約 50％ 不安心理 

・避難所があれば安心、マップが欲しい…90％ 

観光旅行業界 

・マップに浸水域や被害想定は入れないで欲しい。 

・業界は宿泊が内陸に集中することを懸念。 

今後 マップに津波避難ビルや避難所は記載する。こと

ばや食事、宗教の違いに対応できる避難所の提案が必要

ではないか。行政や業界との連携推進が重要。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

香川大学危機管理先端教育研究センター 副センター長 岩原廣彦特命教授 

まとめによる 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ＷＧ ② 

●急増する高層マンションにおける防災対策の実践研究  

●住民が高齢化したマンション 

成果 海辺の築 40年、高齢化するイトーピア高松(４１０戸)自治会が、

防災講演会、夜間防災訓練、巨大な災害発生時の選択肢の一つとして「避

難しない避難」のための「マンション探検隊」や備蓄の開始。防災意識

が著しく向上。全国各地から照会が相次いでいる。  

※ＮＨＫ「おはよう日本」で放送、読売新聞既報 

 

 

 

 

②空洞化してきた都心部が一転、高層マンション増加により、避難所が機能しにくい状態に … 

「避難しない避難」「ミニ防災拠点化」の提案……災害弱者として香川県立盲学校が地域と取り組んだ社会実験の一般化 

                         事務局 花崎哲司 (イトーピア高松自治会副会長・管理組合理事) 

                         イトーピア高松自治会 イトーピア高松管理組合 

                         香川県技術士会 

 

 

 

●予想最大震度６強 

●津波高２～３m ●避難路全域が浸水域 

●液状化危険度Ａ 

●付近に高層マンションと木蜜地域迫る 

●避難所まで 600m 

●避難所キャパ 1500 備蓄物資ほとんどなし  

●周辺人口 8000 以上 

●高齢化 避難困難 

 

南東方向 西方向 

 

 

イトーピア高松 
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防災は他人ごとではない まずは自分と家族を守ることから考えよう ＦＣＰの理念 

命を守ることを行政頼みにしない自主的な取り組み 意識向上 行政の負担軽減にも  

2017.7.5   NHK おはよう日本  「避難しない避難」書き起こし 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの経過 

２０１６年度 築 40 年、高齢化するマンション防災について提言を始める 

２０１７年度 ・防災に関する講演会を繰り返し開催して住民の合意を得る  

・マンション探検隊 (施設設備 エレベータ 消火栓 水タンク 他) 

 ・街歩き探検隊 (周辺の地域性をよく知るために) 

 ・夜間防災訓練 (布担架 水消火器体験 茨城県の被害動画視聴) 

 ・各戸 自治会 管理組合 それぞれの役割分担 相互乗り入れ検討 

 ・各戸で１０日分の衣食住の備えはしておくことの提言 

 ・餅つきに併せて各戸訪問と生活実態の聴き取り 

 ・自治会がトイレ用消臭機能付きビニール袋５回分を各戸配布 

 ・自治会と管理組合で備えるものを検討開始 防災予算を整備 

 ・マンションオリジナルの防災マニュアル作りに着手 

検証 いったん動き始めると皆さんとても意欲的。「気になってはいたんだけど」 

   なぜ取り掛かれなかったのか 

   ・きっかけになる出来事や「言い出しっぺ」がいなかった。 

   ・知識や何をしていいか分からなかった。 ・耐震診断が非常に高額 

●知識と体験を積み重ねることによって、決まった一つの方向性だけに偏らず、多様な災害対応

ができるコミュニティづくりのために 住民たち自らが考え進める防災の仕組みづくり 

●組織の柔軟性をもたせるために航空機の設計に生かされている「フェイルセーフ」の提案  

「油圧がダメなら電気の力で、あるいは補助動力 APU で あるいは風力発電 手動で」 



 

 

③アウトドアライフが、災害時の生活を乗り切る知恵と体験につながらないだろうか  …遊びと防災の融合  香川県技術士会代表幹事 谷脇準蔵 

アウトドアブームを受けた動き  

遍路道歩き体験  

四国霊場８５番札所八栗寺～８６番札所志度寺までの遍路道の海岸部、災害上の特性を歩いて検証。台風接近の風雨の中で実施。  

遍路の１２００年の歴史の中から、自然災害に向き合ったお遍路さんの知恵、「お接待」で「おもてなし」をしてきたさぬきの風土を、冷たい雨に濡れながらクイズ

を楽しみながら実際に牟礼から志度までの遍路道を歩いて検証した。「災害って雨や寒さに関係なく襲ってくるんだね。」体験して分かったこと。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＷＧ ③ 

歩き遍路体験による防災教育への効果を検証した

社会実験について（報告）

 2017.11.25（土）

香川県技術士会・かがわ防災技術研究会

代表幹事・谷脇準蔵

サンポート高松市民ギャラリー

 

■開催概要

参加予定者：29名

参加者 ：15名

スタッフ ： 8名

天候 ：小雨

目的 ：志度湾を歩く遍路道は津波想定区域内にあ
ることから、実際に歩きながら現地での防災に関する学
習を行ってみることを試みたものであり、歴史的な街で
もあることから、文化的な興味も交えながら散策するこ
とによって参加者にどのような意識の変化があるのかを
社会実験として実施したものである。

その他 ：アンケートを実施。

 

主催：四国遍路の心でつなぐ防災教育研究会

後援：香川県、高松市、さぬき市、（公社）日本青年会議所、

香川県技術士会かがわ防災技術研究会

注）図は国土地理院及びカシミール3Dソフトにより作成赤は津波高3.7ｍの侵入位

置を示しています

道の駅源平の里むれ

志度寺

Q1

Q6

Q7

Q4

Q5

Q2

Q3

 

Q２ 津波警報が発令されました。さて、この水門は直後にどんな操作をするのでしょうか？

①直ちに閉める

②危ないので何もしない

③操作員の安全を最優先し操作の判断をする

Q2：③

特に大津波警報若しくは津波警報が発表された際

に、直接操作をさせないなど、操作員の安全確認を最

優先にしたうえで、各施設の操作規則等に基づき、的

確な操作を行うものとする。

水門・陸閘の操作を行う場所に避難勧告・避難指示

が発令された場合や、避難時間の確保が困難な場合

など、操作員自身が安全を確保できないと判断した場

合は、避難を優先する。 出典：平成29年度香川県水防計画書

ヒント：実際には様々なケースが考えられますよね

 

A3：②

平成16 年の台風16 号では、県下の多くの地域で既

往最高潮位を更新し、広範囲に渡って高潮や波浪に

よる浸水被害が発生しました。このことから香川県で

は津波・高潮対策整備推進アクションプログラム（平

成18年3月）を策定し堤防の整備を進めていたとこ

ろ、平成23年3月11日に発生した「東北地方太平洋

沖地震」では、これまでの想定をはるかに超える巨

大津波が発生し、沿岸部の市街地が広範囲にわた

り浸水し、海岸堤防港湾・漁港施設、河川堤防も被

災するなど甚大な被害が発生しました。これに対して

香川県地震・津波対策海岸堤防等整備計画（平成２

７年３月）により堤防整備を進める中で暫定的にこの

状況が発生しています。

Ｑ３ あれれ？何だか海岸堤防の高さが違うけど何故？

①作った会社が違ったから

②高潮対策と津波対策とで高さが違うから

③沈下してしまったから

ヒント：2004年の高潮、2011年の東北地震

 

 

Q1：性別

77

男

女

Q2:年代

2

2

0

0

0

4

6
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Q５：印象に残ったこと（自由記述）

①志度の知らない街並みを知ったこと。海抜の意味。志度寺の歴史。
②水門が多くあり、どれも立派でした。志度寺も初めてでした。
③本堂で志度寺の歴史等を聞いたこと。お接待。
④道を歩きながらも、色々な事が勉強できるものですね、いつもつい急ぎ足で何
も見ないで歩いているのだなーと思いました。防災関係もだけど道端の花
も・・・お接待のおにぎり大変おいしかったです。ありがとうございました。
雨の中での避難が出来るのも一つのチャンスでした。

⑤初めて志度寺に来ました。雨の中、先頭さんに説明をして頂きましたが、よく
判っていないです。

⑥常日頃より防災は大切と心掛けています。大勢で楽しみながら参加出来て良
かったです。

⑦遍路を歩きながらクイズ形式で防災を学べるという形態が良かったです。遍路
と防災の関連性が再確認できました。

⑧実際に海沿いの道を歩いて堤防を見て話しを聞けたのがよかった。色々な種類
の岩が積まれた灯篭が興味深かった。

⑨色々な事を学び楽しく歩いて、心に残る一日となりました。
⑩色々、歴史を学べて勉強になりました。防災について学べて良かったです。  

まとめ（成果）

 地域と防災との関連性を知るためにフィールドに出

て学習することは効果を上げることが確認できた

 防災学習との言葉だけでは参加者に限りがあること

や参加意欲が沸かないことがあり、文化や歴史など

も織り込んだ形で催行することによって参加者が増

える可能性があることが分かった

 

 

 



「お遍路カー(軽四キャンピングカー)」への着目  アウトドアブームを防災に生かせないだろうか 

公共交通機関が疲弊している香川では、家族一人に一台と言っていいほど軽ワゴン車が普及している。普段使いの車が、災害時の早期避難や過酷な避難所生活に代

わる役目を果たせないだろうかという発想。特に高齢者にとって、避難所生活は過酷なはず。普段に近い生活環境を維持することで、関連死の減少に期待。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軽キャンパー 屋根上にソーラーパネル装備で、車内に電子レンジ、LED照明天井灯、液晶テレビ装備。ミニシンクによる水回りも確保されている。 

就寝スペースは大人２人がゆっくり横になれる。畳、低反発マットレスなどいろいろなオプションが用意されていてアレンジが可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

普段使いの軽ワゴン車を自分で改装して、夏季には一カ月間、

北海道を巡って旅を楽しむご夫婦も。(高松市 柴田さん) 

「 いざと言う時は、毛布を積んだらすぐ出発できるよ。」 

 

 

自作する方も… 

風通しや虫よけのた

めのカーテンも、 

南国の四国らしい工

夫である。 

 



 

 

「女性目線の遍路小屋」 空き家対策、インバウンドのゲストへの「おもてなし」、そして「災害時シェルター」として …遍路小屋と災害応用 

女性目線での遍路小屋の製作・インバウンドゲストへの開放 ＪＲ高徳線志度駅周辺 シェルターとしての利用や少子高齢化で増え続ける空き家活用の一策にも 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

ＷＧ ④ 

 

 

 

 

 

寝台特急電車 

のびのびシートをヒント

に空き家を改装 

 

香川大学工学部藤井容子助教 

安全システム建設工学科 

パース図から図面起こし、施工へ(高松市中山町) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四国遍路の心でつなぐ防災教育研究会 

会 長 十河陽之助 第 86 番札所 志度寺副住職 

副会長 藤井 容子 香川大学工学部助教 

     同研究室 学生によるプロジェクト 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩原先生の「よろず防災相談」分かりやすくて好評   技術士会や青年会議所の講演がつづく      NTT 西日本による衛星通信 岡モータース車両展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「防災クイズラリー」は香川県技術士会が担当 いろいろなケースについて楽しく学ぶ    ３つのイベント参加でアルファー食品提供の備蓄米プレゼント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高松市北消防署のおかげで防災力アップ     NTT 西日本 災害用伝言ダイヤル 171 体験コーナー 

                                              西日本電信電話㈱ 西川香川支店長も笑顔で表彰に 

 

 

ＷＧ ⑤ 

 
  

 
  

 

 
 

30 秒で災害情報や家族への思いをどう伝えるか 

災害用伝言ダイヤル 171 メッセージコンテスト 

楽しく学べる防災を目指した取り組み  …防災って他人ごとにしないために 防災フェス in サンポート高松 

     防災と観光のコラボ企画 共催 (公財)高松観光コンベンション・ビューロー   後援 香川県 高松市 日本技術士会四国本部 



 

 

 

 

 

 

 

 

フランス製のキャンピングカーに関心集まる けん引免許/固定資産税不要 自動車税/車検は必要 ベース車価格が 200万円 そもそも耐震化の必要なし 

    3口のガスレンジ(カセット式)、広いシンク、冷蔵庫、テレビ、シャワー。トイレ、エアコンまでついて５人がゆったり過ごせる居住空間 普段に近い暮らしができることが魅力的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香川県交流推進部国際観光推進室 山口室長補佐の講演 

インバウンドの増加率が全国一となった香川県         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

  

高

高松市牟礼町の津波浸水域を行く

ヨーロッパ系の「歩き遍路」のグル

ープ。観光と防災の協力体制の必要

性を実感した。やはり防災などの安

全情報提供は重要。事務局 

が 

観光立国、観光立県 

2020 年 TOKYO に向けて 

安心・安全な 

旅行を提供するために 

観光行政や業界との 

連携を大切にしたい 



      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 



 

 

 

高齢化が急速、人口が過疎地に散在、経済基盤がぜい弱な四国地方の防災対策 …我が国の将来に応用が期待 超高齢社会 行政の負担軽減に 
高齢者に理解される防災教育 生涯学習として展開 公的支援に頼らない(頼れない)自ら備える地方防災 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イトーピア高松自治会 

 今どき各戸の個人情報が得にくい。 

 毎年恒例の「お餅つき」 

 ただお届けするだけでなく、メッセージをお付けして、 

 できればお話もさせていただいてお困りごとがないか 

 お聞きしてみましょうよ。孤立化防止の取り組み 

 

ＷＧ ⑥ 

 

 
 

 

牟礼地区福祉委員研修会  

 

高松市牟礼地区社会福祉協議会庵治支所 高齢者教室 

話は静まり返って聴いてくださるが、目に光がない、「私らは、

見捨てられたんや」 高齢化率 40％超えの漁村で。 

しかし、陶器皿が落ちて割れる音に、皆さん敏感に反応する。 

高齢者には理屈でなく、生活体験に基づいた教材が必要かも。 

 

 

  

  
この地域は急斜面にため池が多く「山津波」の危険と、海からの「津波」の恐れがあります。 

通りすがりの小３くらいの女の子たち「おっちゃん、なんの写真撮ってんの？環境？防災？」 

僕、思いました。「この町は大丈夫ですよ♪」 民生委員たちがどよめき、笑顔がこぼれた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               事務局 〒760-0011  香川県高松市浜ノ町 60 番 55-118 号 花崎哲司  

 

―プランの目的・ここがポイント！ 
全国各地に先んじて高齢化が急速に進む四国。ＧＤＰは我が国全体のわずか３％に過ぎない。軟弱な経済地盤からインフラ整備は常に遅れがちであ

り、新幹線の走らない唯一の島国である。 
例えば東南海トラフ地震が発生したとすれば、太平洋ベルト地帯の大都市が甚大な被害を受ける。そうすると、四国地方のような地方への支援は必ず

後回しになるだろうという危機感がある。      
以前、香川県立盲学校が「災害弱者と言わせない! 香川県立盲学校のチャレンジ」として取り組んだ「災害弱者」のための防災教育の成果は、 
「歳とれば だれでもみんな 障害者」盲学校は特別な支援を必要とする方が学ぶ学校だが、周辺地域自体が「特別な助けを必要としている」 
というこれからの我が国が向かおうとしている超高齢化社会の防災教育に、必ずや応用が可能であると考えている。 
ベースは、四国の山野を巡る四国遍路を「お接待」でもてなし、命をつないだ精神文化である。 

―プランの概要 
民間ベースのコンソーシアムである。大学や行政、青年会議所や自治会、研究者や企業が有機的に関連しあって、次の６つの目標を達成しようとして

いる。すべてが安全な暮らしに関係している。 

―期待される効果・ここがおすすめ！ 

①増え続けるインバウンドのゲスト、外国人労働者に向けた「BOUSAI」 

②空洞化してきた都心部が一転、高層マンションの増加 「避難しない避難」 

③アウトドアライフブームと「防災」を関連付け、キャンピングカー防災拠点 

④お遍路文化に根ざす「おもてなし」「お接待」。空き家のシェルター利用 

⑤楽しく学べるフェスの開催 ⑥高齢化が急速に進む地方防災の在り方 

県民の意識の底上げにより、一人一人のレジリエンスが高まり、行政の負担軽減につながる。 
 

―成果として得たこと 
①来日する外国人旅行客や、国内で働く多くの外国人に向けた我が国の防災教育の成果が提供される。 
②高層化するマンション自治会に呼びかけ、マンションの「ミニ防災拠点化」が図られる。 
 各戸には10日分の衣食住の備えを呼びかけ、初動の避難所への負担軽減が期待されている。 
 高齢化した住民は、無理をして避難所に行くべきなのか。「避難しない避難」の選択肢の検討に。 
③普段使いの軽乗用車が、災害時の早期避難や避難シェルターとして活用され、関連死減少に期待。 
④女性目線の宿。普段はお遍路さんの宿として提供、災害時には避難シェルターとして活用できる。 
 スペインの遍路宿「アルベルゲ」を参考にし、空き家対策にも効果が期待される。 
⑤ゲーム性や遊び心のあるイベントで、防災を身近に感じてもらう。 
⑥人口の４割を高齢者が占めようとしている四国。みんなで共生できる社会を構築しようとしている。 

―全体の反省・感想・課題 
災害体験が少なく、防災意識が低い地域での防災教育は容易ではない。災害史、自然に対峙する知識、確かな判断力と行動力を養い、地域防災力を高

めていく必要がある。 
「防災について語れない大人」が多いことに着目し、防災教育を「生涯学習」として社会全体で取り組む学びにしていこうという提案をしている。 

―今後の継続予定 
地方都市の現実的な将来を見据えながら、お互いを思いやり 

助け合って命をつなぐ仕組み作りを継続する。また、コンソーシアムの組織を、より実働的な形に再構築していきたい。 
 

四国遍路の心でつなぐ防災教育研究会 

 

徳島県三好市吉野川で釣りを楽しむ親子 

自然を肌で感じ、学ぶことも多いだろう 


